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グローバル化が進む中，日本人としてのアイデンティティーを育てるための歴史教育が

期待される状況がある。,。とりわけその充実が期待される「日本史」教育は，グローバル化

とどのように関わるだろうか。本稿は，このような問題意識でグローバル社会における「日

本史」教育の内容改善を提案する。

１。グローバル社会における歴史学習内容

グローバル化が進む近年，最も注目を浴びている歴史のとらえ方とされるのが，「グロ

ーバルヒストリー」である。。その特徴は，次の5点である。,。

１）取り扱う時間が長い

２）対象とするテーマ・空間（地域）が幅広い

３）ヨーロッパ世界の相対化が目指されている

４）異なる諸地域の関係性が重視される

５）従来の歴史学が取り扱ってこなかったテーマが多い

例えば，５）については，従来は，戦争や政治，経済活動，宗教，文化などが主なテー

マであったのに対して，グローバルヒストリーでは，疫病，環境，人口，生活水準など日

常に近くしかも社会全体や歴史変動のあり方全般に関わる問題がテーマとなる。つまり，

グローバル社会における「歴史」は，従来の国家の枠組みを越えた視点で描かれる「歴史」

であり，同時に政治経済の視点から入る従来の見方とは異なる切り口を持つ「歴史」なの

である 。

なお，ここで留意すべき点は，そこで取り扱われる事例は，必ずしも地理的に広い範囲

でなければならないわけではない点である。　１）のように時間が長い場合，ある一つの地

域を定点観測する手法もある。スティーブン・ヌーンのイラストとアン・ミラードの文によ

る『絵で見る ある町の歴史』のように，ある町の一つの通りの12000年間の変化を示した

手法もある。,。同書は，グローバルヒストリーの手法を用いた子ども向けの歴史書である。

人々の生活変化を1:万年以上もの長い時間で追っているが，それは英国のある一つの仮想的

な町を創り出して，その仮想的な町を例として具体的に歴史を描くという手法で「歴史」

を描き出している。
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このように，グローバルヒストリーは，従来の歴史が扱ってきた内容を大きく変えてい

るが，歴史を描く手法も変化しているだろうか。その答えは単純ではない。グローバルヒ

ストリーの提唱者であるパミラ・カイル・クロスリーは，グローバルヒストリーの描き手

は，従来の歴史研究者とは違って，特定の場所，特定の制度や現象あるいは人々について

調査する必要はなく，そのため，経済学者・社会学者・政治学者や自然科学者さらにはSF

作家のＨ・Ｇウェルズのような小説家である場合もあるという。つまり，従来の歴史研究の

手法が研究の絶対条件にならないのである。しかし，その一方で，グローバルヒストリー

の描き手は，既存の研究業績を知っていることはもちろんのこと信頼性の高いものとそう

でない情報を評価したり，仮説を他の仮説と照らし合わせて検証したりするなど，学問的

業績を非常に批判的に読む読者であらねばならないという。この点では，従来の歴史家と

グローバル歴史家との共通点がある。パミラ・カイル・クロスリーは，歴史家は，想像力

と入念に組み立てられた言葉を駆使して，過去の人々や出来事の表現の中に著者（歴史家）

の解釈を注入する。しかも，それは「現実」と誤解されない限りにおいて，すべて正当と

見なされるという。つまり，歴史家は，自身の解釈を「歴史」として表現するが，それは

「現実」すべてでなく，過去が持つ多様な姿（意味）の断片を表現したものに過ぎないと

いうのである。その一方で，「グローバルな」，「ユニバーサルな」という表現で，真に

偏見のない客観的・普遍的な叙述を目指すグローバル歴史家であっても，客観的・普遍炊き

叙述はまだ実現できていないと見ている。その原因は，「歴史」が散文としての言語で描

かれる以上その読み手の理解を超えることを表現できないためであるという。。つまり，い

ま注目されるグローバルヒストリーがヨーロッパ中心や一国家の視点を越えて受け入

れられるためには，「歴史」の読み手つまりグローバル歴史家をどう育てるかという，大

きな教育的課題があるのである。

２。歴史学習における体験活動としての「歴史家体験」

前節で述べたように，グローバルヒストリーは，「歴史」が歴史家の解釈によって成り

立ち，読み手の解釈によって理解されるという前提に立っている。そのため，「歴史」が

扱う内容をグローバルな視野で見ることによって，より客観的・普遍的な歴史叙述に変え

ようとする試みである。その際，歴史の読み手である市民の教育は重要である。筆者は。

「歴史」が歴史家によって解釈された過去であるという前提に立つ歴史学習を「解釈型歴

史学習」と呼び，その学習方法として歴史を描かせる「歴史家体験活動」に注目している。。

歴史家が「解釈」するとき，資料（史料）から情報を取り出す（発見する）ことが，基本的

作業である。前節で触れた『絵で見る ある町の歴史』は，12000年間の歴史を14の時代に

わけて描いている。イラストとして描き出された14の時代をタイムトラベラーが旅をする

という設定でつくられ，どの時代にもタイムトラベラーが紙面のどこかに描かれている。

それを発見させることも仕掛けの一つであるが，本書の最終ページにタイムトラベルクイ

ズとしてそれぞれの時代で発見すべき情報（場面）が指示されている。 14の時代とその時代

で発見すべき情報を表に示す。
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【表】歴史発見クイズ(タイ ムトラベラークイズ)

前節の述べたように，グローバルヒストリーは，長い時間軸で普遍性ある歴史を描くと

いう特色がある。『絵で見る ある町の歴史』の場合，表に示したように，火というエネル

ギーの活用やかごという道具に注目させて，エネルギーや道具の利用が人類文明の指標と

なるという普遍的概念をもとに歴史を描いている。

クイズは，「鉄の時代の戦士」の場合，その絵の傍らに鉄製の武器が描かれている。こ

の作業は，クイズの答えを探す過程で，クレーンと奴隷，墓地のそばの教会など，その場

面を成立させている社会の特色に気づかせてくれる。この活動は，イラストの中に描かれ
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ている情報を用いて時代を 「解釈」する活動なのである。

情報の発見は，解釈の第一歩とい えるが，情報をもとに歴史を描く構成（分析・総合）

活動も歴史家としての体験活動い わゆる「歴史家体験活動」のもう一つの基本要素である。

この活動の事例として，イ ギリスを中心とした英語圏の中等教育における代表的教科書で

あるＬＯＮＧＭＡＮ社の歴史教科書Think Through Historyシリーズの一つであるChanging Min

ds Britain 1500-1750。の第3単元「最悪の恐怖，どのようにすればペストに関する良い物語を

つくれるか？」を紹介する。この教材は，中世ヨーロッパの伝染病 （ペ スト）に関する教

材である。その活動は，教科書の中にある情報を生徒自身が組み立て，中世の村で起きた

ペスト流行の物語を生徒自身 が描く歴史家体験活動である。この活動は，ステップ1 から順

に示される４つの活動課題に沿って段階的にレベルが高められていく。その一連の活動の

中で最も特徴的な活動は，最終課題である。それは，生徒自身が描き出した 「ペストの物

語」を生徒自身に校正させる活動である。それは，単なる文字の正誤チェ ックではなく，

次のような課題を解決する活動である。

【最終課題】

あなたの歴史物語のできばえはどうですか。もちろん，完成ですね。しかし，本当に良

い歴史物語にしたいなら，ペストについて多くの事実に基づかなければなりません。

１．赤ペンを持って，あなたの物語のうち，ペストがいかに恐ろしいか「事実」に基づい

ている部分にアンダーラインを引いて下さい。

２．緑のペンを持って，あなたの物語のうち，中世の人々がペストについてどのように

「考えていたか」ということに基づく部分にアンダーラインを引いて下さい。

３．黒ペンを持って，あなたの物語の中で，ペストが農民に及ぼした「影響」に基づく部

分すべてにアンダーラインを引いて下さい。たとえば，ウィリアム・ブリュワーは自

由になりましたか。彼は領主の支配から抜け出すことができましたか。

おそらく，これらの色のうちアンダーラインをあまり多く引いていない部分に気づくで

しょう。あなたの歴史物語をより良くするためにどこを直すと良いかわかりますね。

この最終課題は， 「事実」「時代の心理」 「出来事の影響」とい う3つの視点から正確に

叙述されているかを確認させ る活動である。 この活動は，単に文章を書くのではなく，複

数の分析視点から過去を正確に描かせる歴史家としての体験活動なのである。

本書の教師用ガイドブックによれば，このような活動を課すこ とによって， 「私は，ど

んな事実（もしくは証拠やアイデア）がほしい のか？」 「私は，それ（情報）を文章の中

のどこに置くか？」という思考の基本的道筋を生徒たちに育てるという。　このように，こ

の教科書が重視している活動は，資料から歴史情報を発見させ，それらを用いて学習者自

身 に情報を組み立てさせることによって，解釈させ 「歴史」を描 かせる活動である。これ

が解釈型歴史学習における歴史家体験活動の基本要素である本110　グローバルヒストリーがそ

の機能を果たすためには，このような歴史教育が一方において必要となるのである。
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３。解釈型歴史学習による高校「日本史」の内容改善

現在の日本の高等学校地理歴史科には，「歴史」という科目はない。「世界史A」「世界

史B」「日本史A」「日本史B」という4科目である。しかも本稿冒頭に示したように「日本

史」を必修科目ｲﾋという方向性がある中，「日本史」の学習内容をグローバルヒストリー

の視点から検討することが現実的に必要性を増すと考えられる。本稿末に示す【資料】は，

グローバルヒストリーの視点を踏まえた「日本史」の内容構成を試みに示した案である。

主な学習内容を「構造的歴史」と「関係的歴史」の２つに分類した。

構造的歴史内容は，制度などある時期にシステムとして持続し，その結果その時代の特

徴を明確化する学習内容ある。関係的歴史内容は，A～Cの構造的歴史をより明確化するた

め，時代の特徴の背景を知るため，比較考察する学習内容である。構造的歴史内容のすべ

てに関係し，時代の特徴的構造を明確化するため，長い時間軸で歴史を解釈させる役割を

持つ。構造的歴史内容は，他の歴史的出来事との関係性の中で考察することによって解釈

される事柄であり，長期的な視点から導かれる具体的な説明があることによって説得力の

ある解釈となる。

「テーマ例」は，A～Eの複数の視座を包摂し，前後の時代にまたがる関連性ある総合的

な事例である*120　なお，A～Eの視座は，すべてを現行の日本史における時代区分によって明

確に分ける必要はなく，A～Eの各視座ごとに便宜的に時代区分を違えている。これは，あ

くまでも学習上の学習（内容）区分である。また，「フィールドワーク例」は，実際のフィ

ールドワークではなく，そのシミュレーションとして，インターネット等による調査を想

定している。本稿では，地理学習も加味し，２つの都市を対比する比較思考を基本とした

内容を想定して提案している。　

本稿末【資料】に示す日本史内容構成案は，「日本の歴史」の中に学習テーマを求め，

「日本史」といわれる歴史情報を用いつつグローバル視点と世界共通の解釈技能（論理力・

思考力）を育てるための提案である。その基本的な学習活動は，学習者自身による「歴史

家体験活動」である。教師の講義形式の授業でなく，学習者の歴史家体験学習である。本

提案に基づく具体的実践については，グローバルヒストリーと関わる議論の中で，今後さ

らに検討を加えたい。。なお，その際，本稿における「歴史家」とは，民主社会における市

民としての「歴史家」であり，その教育は，平和的で民主的な市民育成のための教科であ

る社会科と異なる目的と方法による教育ではないことを付記しておく。
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【 資 料 】 グローバルヒストリーの視点による解釈型歴史学習内容例（土屋作成）
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